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本書⽝慢性痛のサイエンス⽞は，
私にとって，慢性痛を考え，理解
する上での⽛バイブル⽜的書籍で
ある。このたび，内容がアップ
デートされ，ボリュームアップし
た第 2 版が出版されたことを大
変うれしく思う。
近年，慢性痛の発生や持続には，
単に組織の損傷や脊髄・末梢神経
の障害だけではなく，脳の機能不
全が深く関与していることが神経
科学的研究により明らかにされて
いるが，臨床家にとってそのメカ
ニズムを理解することは決して容
易ではない。しかし，本書では，
中脳辺縁ドパミン系（mesol imbic

dopamine system）や下行性疼痛抑制
系といった複雑な神経メカニズム
を，明快な図とともに，読みやす
い文章で順序立てて解説されてお
り，読み進めるうちに自然と理解
が深まってくる。
⽛読みやすい文章⽜と書いたが，
それは学術書にありがちな無味乾
燥な文章とは異なるだけでなく，
太古の時代や現代社会における人
類の痛みとの戦いの挿話を随所に
交え，⽛痛み⽜と⽛人間⽜に対する半
場道子先生の熱い想いが込められ
た，いわば血の通った文章である。
半場先生は，基礎科学者である
が，⽛変形性膝関節症⽜や⽛慢性腰
痛⽜など実臨床で頻繁に遭遇する
疾患についても，病態はもとより，
その臨床像や治療法に関して的確
に解説されている。半場先生が，

いかに日頃から臨床家と緊密にコ
ミュニケーションをとり，臨床の
現場の実態を把握しているかがわ
かる。
今回改訂された第 2版では，新

たに⽛腸の痛み，腸と脳の関連⽜が
第 8章として章立てられているの
が大きな特徴である。直感的には，
腸と脳がつながっているとは，に
わかには理解し難いが，�-シヌク
レインやアミロイド � などの異
常タンパクが，腸管-末梢循環-脳
微小血管-脳神経核といったルー
トで運ばれる。そこには血液脳関
門（BBB）の破綻という現象が関与
する。ことほど左様に，慢性痛の
メカニズムは奥が深いのである。
初版からの本書の中心的テーマ

である⽛脳機能不全に基づく慢性
痛⽜は，これまで⽛非器質的疼痛⽜あ
るいは⽛機能性疼痛⽜⽛心因性疼痛⽜
などと呼ばれてきたが，2021年，
日本痛み関連学会連合評議会によ
り，⽛痛覚変調性疼痛（nociplastic

pain）⽜と命名された。第 2版では，
この⽛痛覚変調性疼痛⽜という用
語が統一して用いられ，その位置
付けがより明確になっていること
も大きな変更点である。
慢性痛に関与する脳内の情報伝
達系は，快情動や不快情動にも関
与し，それは人間の⽛生きる力⽜，
⽛生命力⽜にすら影響を及ぼすと
半場先生は説く。圧巻は⽛終章⽜
である。V. Frankl著⽝夜と霧⽞を
引用し，第 2次世界大戦末期，ア

ウシュビッツの強制収容所から生
還した人々に共通していたのは，
⽛希望⽜を失わなかったことだっ
たとする。人が⽛希望⽜を抱く時，
脳内のドパミンシステムが活性化
し，生存意欲や生命活動が増強す
る。すなわち⽛人は希望によって
生きる⽜のである。私は初版のこ
の言葉に深く感動し，いろいろな
場面で引用させていただいた。現
代において，コロナ禍で傷ついた
人々も，ウクライナで戦禍に怯え
る人々も，未来への⽛希望⽜を絶
やさず生きているに違いない。私
は，第 2版の⽛終章⽜を再び読み
返し，再び涙が出るほど感動した。
医療者は，自分の言葉や態度が
患者さんの⽛脳内メカニズム⽜す
なわち⽛心⽜に想像以上に大きな
影響を及ぼすことを自覚しなけれ
ばならない。そして，患者さんに
⽛希望⽜を抱かせることのできる
医療者が，真に優れた医療者だと
言える。それこそが，本書を通じ
て半場先生が伝えたかったメッ
セージなのではないかと思う。
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脳からみた痛みの機序と治療戦略
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